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令和７年第２回 岩沼市デイサービスセンターさとのもり 

地域密着型サービス運営推進会議録 

 

１.開催日時   令和８年２月１８日（水）１３：３０～１４：３０ 

２.開催場所   里の杜集会所 

３.事業所名   岩沼市デイサービスセンターさとのもり 

４.サービス種類 認知症対応型通所介護 

５.出席状況    出席委員７名 

         佐藤（恵）委員 雨貝委員 髙橋委員 佐藤（一）委員 森委員 浅野委員 

諏江委員 

 欠席委員１名  

一條委員 

 

社会福祉法人岩沼市社会福祉協議会役職員１名 

         会長 森 繁男    

 

岩沼市デイサービスセンターさとのもり３名 

生活相談員兼介護職員  武田 松男  岡崎 祥子  高橋 涼花 

 

６．内容 

（１）開会のあいさつ 

 本日は大変お忙しい中、岩沼市デイサービスセンターさとのもり地域密着型サービス運営推進会議

に、ご出席いただきまして誠にありがとうございます。 

この度、委員を引き受けていただいき、心より感謝申し上げます。 

本日は令和７年７月～１２月の６カ月間の施設の運営状況をご説明し、皆様から事業の評価を受け

るとともに、要望、助言等をお聞きしながら、地域に開かれた事業運営とサービスの質の向上を図って

いきたいと思います。 

運営推進会議委員の任期は令和８年３月３１日までとなっておりますので、今期の会議は本日で終

了となります。４月１日からは新たな任期となりますが、今後とも皆様のご理解とご協力を賜りますよ

うにお願い申し上げ、挨拶に代えさせていただきます。どうぞよろしくお願い致します。 

 

（２）委員自己紹介 

 

（司会）岩沼市デイサービスセンターさとのもり地域密着型サービス運営推進会議設置要綱第５条１

項の規定により、当センターの管理者が議長となりますので、諏江管理者お願いします。 

 

（３）議事    

（議長）それでは、議事に入ります。岩沼市デイサービスセンターさとのもり地域密着型サービス令和 
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７年７月～１２月の実績報告・活動報告について議題といたします。事務局より説明をお願いします。 

① 令和７年７月～１２月実績・活動報告について（別紙資料１により事務局説明） 

 

（議長）只今、令和７年７月～１２月実績・活動報告について、それぞれ説明がありましたが、ご質問

やご意見がありましたらお願いします。 

 

（雨貝委員）週１回のご利用者は、休んで月に１・２回の利用だとしても、週１回の区分に含まれます

か。 

（事務局）休みがあったとしても、週1回の利用で登録しているため、区分に含まれます。 

 

（佐藤一委員）退所者で利用継続困難な方は、どのような理由でしたか。 

（事務局）身体状況の低下により通所が困難になり、訪問サービスへ切り替えとなりました。 

 

（佐藤恵委員）一般型と認知症対応型の違いについて教えてください。 

（事務局）一般型２９名、認知型１０名の定員で、部屋も別で支援しています。認知型は職員の配置人

数も多くため、その方の好きなことを取り入れた活動等個別対応することができます。レクリエーショ

ンも別で行っていますが、夏祭りや敬老会等の大きな行事は一緒に行っています。 

（管理者）補足ですが、認知型のレクリエーションは帰りのカンファレンスで、一人ずつの様子を報告

しています。 

 

（佐藤一委員）家族介護教室の反響はいかがでしたか。 

（事務局）排泄ケアについて行い、２０名を超える申し込みをいただきました。認知型のご家族も来ら

れ、実際使用しているオムツを持参され、漏れにくい当て方等をお伝えしました。 

（佐藤恵委員）利用者本人と一緒に参加していいですか。 

（事務局）今回もご利用者とご家族で参加された方が２組おりましたので、是非ご参加ください。 

 

（佐藤恵委員）朝の送迎時間が遅れることがあり、本人は気がもめるとトイレが頻回になり、トイレに

行くタイミングで来ると待たせてしまうことがある。幼稚園バスの送迎アプリ等を参考に今どこを走

っているか分かれば準備がしやすいと思う。 

（事務局）始めの方が送れると段々と遅くなってしまい、ご迷惑をお掛けしました。 

（雨貝委員）送迎車は何台走っていますか。 

（事務局）７台です。 

（    ）一人で送迎している場合、連絡することも大変だと思う。事務局で遅れている場合は連絡

を入れる体制にするといいと思う。 

 

（佐藤正委員）認知型のデイサービスを見学した際に、一般型のご利用者とあまり違いを感じませんで

したが、徘徊する方等いますか。 

（事務局）利用される前から、自宅に帰れなくなり、警察に保護された方等いました。利用してからも

落ち着かず、帰りたくなり、ホールを歩く方や、トイレに頻回に行く方等いましたが、認知症型の落ち

着いた雰囲気や支援により、今は徘徊する方はいない状態です。その日の状態で落ち着かない時は気分
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転換できるように支援しています。 

 

（議長）以上で議事は終了しました。皆様のご協力に感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

（６）その他 

（介護福祉課 髙橋委員）認知高齢者徘徊捜索支援システム。 

（南東北包括 佐藤委員）南東北包括ニュース、認知症ふれあいカフェ、介護者のつどい。 

（事務局）令和８年３月３１日で任期終了。委員継続の依頼。次回開催時期は７月頃を予定。 

 

（７）閉会 


